
令和５年度第２回理事会議事録 

日   時   令和５年６月２８日（水）午後７時００分より 

場   所   商店街事務局 

出 席 理 事 木村 弘  理事長 

   佐藤 典子 副理事長 

   生嶋 宏治 副理事長 

   劔物 忍  専務理事 

   加納 洋平 理事 

   中村 恵美 理事 

 

欠 席 理 事 内平 淳一 理事 

   井上 尚謙 理事 

   柏崎 辰徳 理事 

    

 

事 務 局  奈良 正彦 

  

 議案  １、第１回理事会議事録確認 

２、夏祭り企画 

３、商店街マップの刷新 

４、ケーズデンキの組合加入の件 

５、Fビレッジ視察・パークゴルフの件 

６，花いっぱい事業決済 

７，札幌国際情報高校「でいピリカ」企画 

報告事項 １．組合員状況ほか 

２、その他 

 

理事長挨拶 特になし。 

  

議長の選任 定刻に至り、専務理事劒物忍氏開会を宣し、本日の理事会は定足数

を満たしたので、有効に成立した旨を告げ、専務理事劒物忍氏が議

長となり、議案の審議に入った。 

議長  議案 1の前回議事録の確認について、各自確認しておくこととする。 

特になく、全会一致で承認された。 

議長 議案２に入る。夏祭り企画ということで、日時などは議案書を参照

いただきたい。 

理事長 夏祭りは女性部が中心となるが、各自確認していただきたい。 

議長 予算は議案書記載の通りだが、事務局へ説明を求める。 

事務局 内容が未定なので、全体でいくらかかるのかわからない。本年度の

予算組をした際に、イベント事業として 40万、夏祭りのほうでも 20



万計上しているが、もつ煮込みなどいくらかかるのか全く分からな

い。なので、上限として委託料まで入れると 65万の範囲で考えれば

足りるのではないか。 

中村氏 協賛金の 20万はイベント事業の 40万の予算から払うのか。 

理事長 今回は 1日になったから 10万減額になったのではないか。 

 出店料を取るのはおかしいことになるか。 

事務局 出店料は例年とっていない。プログラムは未定としているが、別紙

に一応大体のプログラムが載っている。コミュニティストアのほう

も商店街の分はこの間出したばかりであるが、もつ煮込みときゅう

りの 1 本漬けと缶ビール、ペットジュースなどでやっていきたいと

思っている。実施は女性部ではなくてりあんでやってもらう。 

佐藤氏 女性部はお手伝いをする、ということで話をしている。 

中村氏 りあんがゲームをやるのではないのか。 

佐藤氏 商店街がりあんに委託してモツ煮とかをやるのを女性部が手伝うと

いうこと。 

理事長 商店街がりあんに委託するということでしょ、それでいいんだよね。 

事務局 会場の見取り図は前回と同じとなる。7月 10日の実行委員会にて確

定される。北町内会は今回入らない。 

佐藤氏 昨日女性部でりあんが中心にやるということなので、女性部もぜひ

協力をという話で分かりましたということにしている。それで、実

際に試食を作って割り出してモツが何グラム必要か、500 円で売り

たいから材料を割り出しているところなので、できると思う。キュ

ウリは半分にして 700 本用意、ということで話をしているところで

ある。買い出し準備は 8月 3日と 4日でやることになっている。 

中村氏 もつ煮込みは７５０杯で、１日で７５０杯売れるか。７５０杯は難

しいのではないかと話している。 

理事長 商店街の場合は売上的に儲けということは考えなくても，その辺は

計算してこれくらいの単価で売り切れる値段を考えて３００でやめ

るのか、４００にするのか、量にもよるけど７００は厳しいのでは

ないか。 

中村氏 鍋が足りなくなるのではないか。 

事務局 センターの厨房を借りるのは４日でいいのか。 

中村氏 ３日にキュウリをやるので、４日でよい。 

 当日はセンターの厨房は使わない。作ったものは当日テントのほう

へ運ぶ。 

事務局 コンロとボンベは借りるよう申請してある。 

事務局 １０日の実行委員会が終わったときにＬＩＮＥで流します。 

議長 もう委託するのは前回承認してもらっているからあとは女性部のほ

うで詰めていただいて当日のお手伝いは募集するか。 



佐藤氏 テント建てとかはどうか。 

理事長 前日に学生に依頼してある。 

佐藤氏 りあんのポーカーゲームはりあんの横で確保しておいてほしい。 

議長 この議題はこれで終わりとし、続けて議題の３の商店街マップの刷

新に入る。 

事務局 駐車場の看板ですけど、この間歌麻呂から自分の店が乗っていない

と問い合わせが入ったが、これまでコロナ禍もあって全部の看板の

刷新は止めていたのだが、そろそろやらなければならないのではな

いかということで、業者とも話をしており、シールのようなもので

やるのか、全部張り替えるのか、どんな方法でやればいいのか、聞い

ている最中である。引き続き検討する。 

議長 議案の４番であるが、ケーズデンキの件で賛助会員の規定と申込書

を持参したということでよいか。 

事務局 １年間全額につき一括で支払う、ということと３年以上やりたいと

いうことであった。 

議長 Ｆビレッジ企画について審議する。 

理事長 ７月１１日については、女性部が参加ということだ。 

事務局 参加枠が組合店に広がったので、組合店へもファックスは流してい

るが、申し込みはない。 

議長 議案書を参照しＦビレッジ企画のプログラムを確認する。やる方向

でいいのか。全員の承認があったので、実施する。 

生嶋氏 バスは４５名ほどは大丈夫だ。 

議長 募集は４５名とする。日にちは９月６日でどうか。一応６日として

全員の承認とする。 

議長 議案 6を審議する。 

事務局 これはあさぶ商事がかかわっているので承認をいただいておきたい。 

議長 全員が承認した。 

議長 続けて議案７の札幌国際情報高校のデイピリカ企画について審議す

る。先ほど審議したが、条件付きで協力はするということで承認さ

れた。 

議長 報告事項に移る。議案書に沿って確認する。 

事務局 今日、ラスベガスから看板の申し込みがあった。 

議長 議案書に沿って次に進む。元タピオカのところに新しく鍼灸接骨院

が開店した。組合加入については、劒物が話をしに行く。 

 次にりあん主催のネットワーク構築事業について、審議する。 

事務局 ６月２３日に市役所でプレゼンがあり、西本と奈良が出席したが、

感じとしては行けるのではないかと思うが、りあん主催だが、商店

街も連携団体として参加している。市への申請が通らなかった場合

は、商店街が経費を負担して実施したい。その場合の予算は資料の



14 ページに掲載してあるが、476,660 円の予算となる。出店料を上

げるなどしてなるべく 450,000 円の予算内に収めるようにして実施

したい。補助事業の採否は 7月 10日に連絡がある。 

  そもそもこの補助事業はＮＰＯ法人対象の補助事業ですから主催

はりあん、連携団体として商店街ということである。 

議長 議場に諮りこの事業については、特に異議はなく実施ということで

承認された。次に女性部の報告に移る。 

佐藤氏 本年度の企画の中で現在やっているのは、「あさぶの街のここが好き」

と題してフォトコンテストを実施している。ポスターチラシはトラ

ンジットに依頼している。予算総額は 11 万円ぐらいで考えている。

商店街の魅力アップに向けたセミナーを道振連の補助金を利用して

実施する予定である。時期は２月ごろを考えている。夏祭りは女性

部にて手伝いをする。7月 11日は日ハム観戦ツアーに 5名で参加す

る。10月 8日にマルシェを実施する。 

中村氏 50周年記念誌について、表紙募集は理事会にて承認されたので、現

在募集をかけている。締め切りは 7月 31日である。担当を分けてそ

れぞれ動いている。ページがまだできていないので、業者との打ち

合わせはまだしていない。個店紹介原稿は集まりが悪い。 

佐藤氏 お祝いのメッセージをいただく候補は記載の人を予定している。 

理事長 永倉さんからのメッセージはどうするか。 

佐藤氏 あとは木本さんと小林さんか。では、秋元市長、佐々木区長、大門会

長、連町会長、島口理事長、木本さんと小林さんでいいか。字数など

を決めて依頼していく。早川さんに寄稿、永倉さんはどうするか。 

理事長 記念誌担当で決めたのち理事会に諮ってもらえばいい。 

佐藤氏 他のイベントはどうなっているのか。 

理事長 予算を大まかにしてそこから逆算して内容を決めたい。りあんへの

委託についても考えなければ。 

中村氏 りあんへの委託はしていない。 

理事長 完成披露のパーティーまで開いたら、でも披露宴的な完成祝いだけ

はセンターかどこかでやりたい、その予算をまず決める、そこに記

念品これぐらいで計算をして２５０万の中で割り振りできるのかな、

というところ。 

議長 記念品というのは、これ以外のことですか。 

理事長 そうだ。 

佐藤氏 麻生総合センターを借りるということでしょ。 

理事長 やるならね、だから今は、やったほうがいいなと思うから。 

中村氏 やるかやらないのか、決まっていないのか。 

佐藤氏 いや、やるんですよ。だから予算がどうだから、ではなく祝賀会全体

で４０万でできないのであればぐっと落として考えればよい。例え



ば、５０周年だから会場が総合センターではなくサンプラザにした

場合の２パターン出したらいいのではないか。 

中村氏 人数については３０周年とか４０周年の時の招待者名簿とかあれば

参考になる。 

佐藤氏 いずれのパターンでやっても組合店の参加は難しいのではないか。 

記念品の経過を教えてほしい。 

議長 記念品は進んでいない。デザイン決めて業者を選定して、デザイン

できる人がいなければだめだな、業者を何社か選んでみる。デザイ

ン案を作ってこんな感じでいきたいと提案する。 

議長 次に三役会で柏崎さんの件を話し合った。 

理事長 理事会に出られないのはいいとして、代わりに佐藤志保さんを出席

させるのはいいのかどうか、検討していただきたい。 

中村氏 柏崎さんの代わりをやってもらえるのか。 

議長 佐藤志保さんを柏崎さんの代理として理事会に出席してもらうこと

に異議なく、柏崎さんからは毎回委任状をもらうとし、議決権はな

しとすることで議場に諮り、異議なく承認となった。 

佐藤氏 その旨理事長から伝えるようにしてください。 

議長 次回理事会は７月２６日とする。 

議長 以上で本日は終了する。 

 

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、出席理事がこれに記名押印する。 

 

令和５年６月２８日 

麻生商店街振興組合理事会 

 

議 長 理 事    劒物 忍         

         

    木村 弘          

 

             佐藤 典子 

     

    生嶋 宏治          

     

    加納 洋平 

    

    中村 恵美  

     

    内平 淳一    (欠席) 

    柏崎 辰徳    (欠席) 

    井上 尚謙    (欠席) 


